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Ⅰ 第五次玄海町総合計画（中期計画）の検証・評価の概要 

(１)検証・評価の目的 

 「第五次玄海町総合計画」は平成 28 年度から令和 7 年度までの基本構想のもと、前

期 3年、中期 4年、後期 3年の基本計画により各事業を行っている。現在中期計画の 4

年目にあたり、後期計画の達成と基本構想の達成に向けて、基本計画の進捗状況を把握

し、各事業の改善や見直しにつなげるために検証・評価を実施するものである。 

 

(２)検証・評価の手法 

・総合計画の基本目標に掲げる 7分野の各施策の「まちのとりくみ」に基づき実施し

ている事業について、現状を把握・検証し、「とりくみ」の方向性を確認する。 

・「まちのとりくみ」に対する進捗状況を踏まえ、後期基本計画による目標達成に向け

た既存事業の改善や統廃合、事業新設などを行う。 

・令和 4年度は中期計画の最終年度として、施策下の項目ごとに 4年分の行政評価を

次の 4段階評価により行った。 

A：各事業とも進捗が順調であり、「とりくみ」の水準を達成している。 

B：各事業の進捗は概ね順調であり、「取り組みの水準を概ね達成しつつある。 

C：進捗が遅れている事業があり、「とりくみ」の水準には十分ではない。 

D：ほぼすべての事業に進捗の遅れがみられ、「とりくみ」の水準を下回っている。 

 

(３)総合計画の構成と反映 

今回の中期計画評価にあたっては、項目にぶら下がる事業計画の成果と進捗状況に

基づき、事業計画の評価を行ったものである。 

この結果を後期計画に反映させ、総合計画の達成に向けて残りの３年間、事業に取

り組む。 
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Ⅱ 第五次玄海町総合計画（中期計画）の施策体系 

 将来像「人と自然がおりなす笑顔あふれる玄海町」 

基本目標 施策 

１ 環境分野 自然と共生するまち  １－１ 自然環境の保全  

１－２ 循環型社会の形成  

１－３ 景観の整備・形成 

２ 産業分野 活力が向上するまち  ２－１ 農林水産業の振興 

２－２ 商工業・サービス業の振興 

２－３ 観光の振興 

３ 教育分野 次代を育成するまち ３－１ 子育て支援の充実 

３－２ 学校教育の充実 

３－３ 生涯学習・スポーツ・文化活動

の推進 

４ 健康分野 福祉が充実するまち ４－１ 住民の健康づくりの推進 

４－２ 地域福祉・社会保障の充実 

４－３ 高齢者福祉の充実 

４－４ 障がい者福祉の充実 

５ 安全分野 安心を確保するまち ５－１ 消防・防災対策の充実 

５－２ 交通安全・防犯の充実 

５－３ 生活トラブル対策の充実 

６ 快適分野 ここちよい生活ができ

るまち 

６－１ 道路・交通網・公園の充実 

６－２ ここちよい住環境の整備 

６－３ 上下水道の充実 

６－４ 情報化社会の構築 

７ 協働分野 住民が参画するまち ７－１ 参画・協働の推進 

７－２ 地域コミュニティの育成 

７－３ 人権尊重・男女共同参画の推進 

７－４ 行政経営の推進 
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Ⅲ 中期４年の事業評価一覧 

基本施策 項目 評価 担当課 

 【基本目標】１ 環境分野 自然と共生するまち 

 １－１ 自然環境の保全 １環境対策の推進 Ａ 生活環境課 

Ｂ 防災安全課 

２自然資源の保全・活用 Ａ まちづくり課 

１－２ 循環型社会の形成 １ごみ処理対策 Ａ 生活環境課 

２し尿処理対策 Ａ 生活環境課 

１－３ 景観の整備・形成 １景観の保全 Ｂ 企画商工課 

２景観の創生 Ｂ 企画商工課(再掲) 

 【基本目標】２ 産業分野 活力が向上するまち  

 ２－１ 農林水産業の振興 １農業の充実・強化 Ｃ 農林水産課 

２戦略的な農業の展開 Ａ 企画商工課 

Ｃ 農林水産課 

３林業ゾーンの形成 Ｂ 農林水産課 

４水産業の充実・強化 Ｂ 農林水産課 

２－２ 商工業・サービス

業の振興 

１商工業経営の強化 Ｂ 企画商工課 

２起業・企業誘致の推進 Ｃ 企画商工課 

２－３ 観光の振興 １既存資源の活用 Ｂ 企画商工課 

２新しい玄海町の魅力開発 Ｂ 企画商工課 

 【基本目標】３ 教育分野 次代を育成するまち 

 ３－１ 子育て支援の充実 １子どもの健全育成 Ｂ 教育課 

２子育て支援の充実 Ｂ 保育所 

３－２ 学校教育の充実 １就学前教育の充実 － － 

２義務教育の充実 Ｂ 教育課 

３特別支援教育の充実 Ａ 教育課 

３－３ 生涯学習・スポー

ツ・文化活動の推進 

１生涯学習の充実 Ｂ 教育課 

２スポーツ活動の充実 Ｂ 教育課 

３文化活動の充実 Ｂ 教育課(再掲) 
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基本施策 項目 評価 担当課 

 【基本目標】４ 健康分野 福祉が充実するまち 

 ４－１ 住民の健康づくり

の推進 

１健康づくりの充実 Ｂ 健康福祉課 

２母子保健の充実 Ｂ 健康福祉課 

３成人保健の充実 Ｂ 健康福祉課 

４医療体制の充実 Ｂ 健康福祉課 

４－２ 地域福祉・社会 

保障の充実 

１地域福祉体制の充実 Ｃ 健康福祉課 

２ボランティア活動の促進 Ｃ 健康福祉課(再掲) 

４－３ 高齢者福祉の充実 １生きがいづくりの推進 Ｂ 健康福祉課 

２安心な老後生活 Ｂ 健康福祉課 

Ｂ 企画商工課 

３介護保険制度の充実 Ｂ 健康福祉課 

４－４ 障がい者福祉の 

充実 

１障がい福祉サービスの 

充実 

Ｂ 健康福祉課 

２生活環境の向上 Ｂ 健康福祉課(再掲) 

３社会参加と自立支援 Ｂ 健康福祉課(再掲) 

 【基本目標】５ 安全分野 安心を確保するまち 

 ５－１ 消防・防災対策の 

充実 

１消防・防災体制の充実 Ｂ 防災安全課 

Ｂ まちづくり課 

２救急体制の確立 Ｂ 健康福祉課(再掲) 

Ｂ 防災安全課(再掲) 

５－２ 交通安全・防犯の 

充実 

１交通安全対策 Ｂ 防災安全課 

２防犯体制の強化 Ｂ 防災安全課 

Ａ まちづくり課 

５－３ 生活トラブル対策

の充実 

１消費者意識の啓発 Ｂ 住民課(再掲) 

２相談体制の充実 Ｂ 住民課 

 【基本目標】６ 快適分野 ここちよい生活ができるまち 

 ６－１ 道路・交通網・公園

の充実 

１道路交通環境の整備 Ａ まちづくり課 

２公共交通の充実 Ｃ 防災安全課 

３憩いの場の充実 Ｂ 企画商工課 

６－２ ここちよい住環境

の整備 

１住宅・宅地対策 Ｃ まちづくり課 

６－３ 上下水道の充実 １水資源の利用と保全 Ａ 生活環境課 

２上下水道運営の見直し Ｂ 生活環境課 

６－４ 情報化社会の構築 １情報の充実・促進 Ｂ 防災安全課(再掲) 

２通信網の拡充・利活用 Ｂ 防災安全課 
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基本施策 項目 評価 担当課 

 【基本目標】７ 協働分野 住民が参画するまち 

 ７－１ 参画・協働の推進 １住民参画の推進 Ｂ 全課 

２情報公開の推進 Ａ 全課 

３住民団体、ボランティア

等の育成・支援 

Ｃ 全課 

４交流活動の促進 Ｃ 企画商工課 

７－２ 地域コミュニティ

の育成 

１地域の活性化支援 Ｃ 企画商工課 

７－３ 人権尊重・男女 

共同参画の推進 

１誰もが人権を尊重する 

環境づくり 

Ｂ 住民課 

２男女がともに生きる環境

づくり 

Ｂ 企画商工課 

７－４ 行政経営の推進 １町の持続的発展の推進 Ｃ 全課 

２柔軟な組織体制の確立 Ｂ 防災安全課 

Ｂ 企画商工課 

３広域行政の推進 Ｂ 全課 

４健全財政の確立 Ｂ 総務課 

５行政サービスの向上 Ｃ 総務課 

Ｂ 住民課 
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Ⅳ 基本施策ごとの検証・評価（◎は重点戦略に位置付けた事業を含む） 

１ 環境分野 自然と共生するまち 

１－１ 自然環境の保全 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 環境対策の推進 

○脱炭素社会の実現に向けて、省エネルギーと温室効果ガス削減を推進し、地球温暖

化対策に取り組みます。 

○自然環境・生活環境・水環境などの保全と公害の防止等に努めます。 

項目２ 自然資源の保全・活用 

○貴重な水資源と森林資源の保全と維持管理を行います。 

○環境教育・自然体験学習を推進し、住民の自然環境保全の意識を高めます。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◆廃棄物処理対策経

費 

ごみの排出量の削減やリサ

イクルの推進を行ってきた。

使用済み乾電池については再

処理施設へ引渡し金属等の再

資源化を行うことができた。 

また、ごみの分別を図り減

量化を推進し、排出された廃

棄物については全量を適切に

処理することができた。 

○乾電池再資源化搬出量 

Ｒ1_2,020kg、Ｒ2_2,320kg 

Ｒ3_2,340kg 

○廃棄物処理量 

Ｒ1_1,471t、Ｒ2_1,474t 

Ｒ3_1,401t 

乾電池の回収量は年々増加

し、廃棄物は現状横ばい。資源

回収 BOX の設置により紙ごみ

(段ボール等）の再資源化が促

進されゴミ搬入量が減少する

と推測している。 

今後は、分別種類の増加が

想定されるため、町民に対し

さらに細分化したゴミの分別

意識を向上させる。 

 

  

玄海国定公園をはじめ、海と丘陵など、豊かな自然環境に恵まれています。 
この自然とともに、安心して快適に暮らせる町を目指し、海・山・川などの環境の保全に努めま
す。 
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◆原子力行政の推進 

◆広報・調査等交付金

事業 

◆脱炭素社会の実現

推進対策 

原子力にかかる知識の普及

と理解の促進を目的として、

住民向け施設見学会や職員研

修等を実施することができ

た。 

○施設見学会 

Ｒ1_56 名、Ｒ2_見送り、 

Ｒ3_11 名 

○職員研修等 

Ｒ1_3 名、Ｒ2_4 名、 

次世代エネルギーパークあ

すぴあについては、見て触れ

て体験しつつ、次世代エネル

ギーに関するヒントを見つけ

ながらエネルギーに考えを巡

らせる施設として運営でき

た。 

○来場者数 

Ｒ1_103,534 人 

Ｒ2_ 52,175 人 

Ｒ3_ 66,111 人 

○各種イベント 

Ｒ1_83 日 9,606 人 

Ｒ2_54 日 4,042 人 

Ｒ3_80 日 6,559 人 

○工作教室・体験学習等 

Ｒ1_69 回 11,462 人 

Ｒ2_18 回  2,161 人 

Ｒ3_77 回  5,742 人 

 コロナの影響で各種事業の

見送りや縮小せざるを得ない

状況であったが、対策を講じ

ながら、出来る限りの取組み

を実施することができた。 

新型コロナ対策を講じなが

ら新型コロナ感染症拡大前の

事業内容や規模を目指す。 

施設の経年劣化に伴う修繕

や次世代エネルギーの変化に

合わせた展示物の更新など創

意工夫に取り組んでいく。 
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◆農林地崩壊防止事

業 

 

佐賀県農林地崩壊防止事業

補助金交付要綱及び同実施要

領に基づき、風水害等の自然

災害によって崩壊又は崩壊の

おそれがある農地及び林地

で、人家及び公共施設に危害

を及ぼす危険があり緊急に復

旧等を要するもののうち、国

庫補助の対象にならないもの

について、当該復旧等の事業

を行い民生の安定を図ること

ができた。 

○措置件数 

R1_0 件、R2_1 件、R3_2 件 

なし 
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１－２ 循環型社会の形成 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ ごみ処理対策 

○ごみの排出抑制と資源化率の向上を図ります。 

○資源循環型社会の形成に向けて取り組みます。 

項目２ し尿処理対策 

○衛生的なし尿処理体制の維持・管理を行います。 

○畜産の家畜ふん尿処理対策に取り組みます。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

ごみの資源化対策 下記の事業を実施したこと

により、ごみの再資源化に取

り組み、ごみの減量化を図る

ことができた。 

○資源物回収事業 

R1_19.8t 129,144 円 

R2_18.1t 117,240 円 

R3_14.1t 88,764 円 

○生ごみ処理機購入補助事業 

R1_2 件 32,500 円 

R2_0 件 0 円 

R3_1 件 17,800 円 

○ペットボトル処理経費 

R1_12.6t 

R2_12.3t 

R3_13.1t 

資源物回収団体 3 団体のう

ち玄海町地域婦人会が解散し

たため資源物回収量が減少す

る見込み。一方、新たに紙ごみ

の回収 BOX を設置したことに

より、紙ごみの資源物回収を

補完できる。 

また、町民に再資源化や分

別の方法をさらに周知し、意

識向上を図る。 

し尿処理対策 し尿全量を適切に処理する

ことで環境保全を行ってお

り、処理を委託している唐津

市北部衛生処理センターに対

し、その運転に必要な費用を

負担し、適切に処理すること

ができた。 

 

 

唐津市では北部衛生処理セ

ンターと中部衛生処理センタ

ーを運用している。両施設と

も老朽化が進行し、統廃合も

検討されている。 

また、下水道処理場におい

てし尿の直接投入の実証実験

が行われ、今後処理の方法が

大幅に変更となる可能性が 

資源循環型社会の確立に向け、ごみの排出抑制や資源化率の向上、環境美化等を推進

します。 
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○し尿処理 

R1_2,816.3kL 

R2_3,287.9kL 

R3_3,353.3kL 

あるため、唐津市の動向に注

視しながら維持・管理を行う。 
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１－３ 景観の整備・形成 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 景観の保全 

○町特有の貴重な景観の保全に取り組みます。 

項目２ 景観の創生 

○後世に残したい景観の再発見に努めます。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◎浜野浦の棚田保全

対策 

玄海町浜野浦の棚田条例に

基づき、集団的に形成した石

積棚田における生産基盤の整

備、水稲等の農作物の栽培の

奨励等による保全又は保存を

行うため、棚田保全事業につ

いて、速やかに事務処理を行

うことができ維持保全を図っ

た。 

○浜野浦の棚田保全事業 

R1_8 件、R2_5 件、R3_8 件 

棚田の保全は今後も継続的

に行う必要があり、それに伴

う支援についても引き続き行

う。 

 

  

棚田や夕景などの美しい景観を受け継いできました。 
これら町特有の景観の保全や新たな景観の再発見に努め、自然とふれあえる町の景観

形成に努めます。 
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２ 産業分野 活力が向上するまち 

２－１ 農林水産業の振興 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 農業の充実・強化 

○優良農地の保全と農業地域の景観の維持に取り組みます。 

〇町の農業を支える認定農業者や新たな担い手の育成を支援します。 

項目２ 戦略的な農業の展開 

○生産性や特産品開発の技術面の向上を支援します。 

〇安全安心で健康的な食生活の実現を目指し、地産地消を進めます。 

項目３ 林業ゾーンの形成 

〇特性に応じて森林の保全と活用を図ります。 

項目４ 水産業の充実・強化 

〇計画的な漁業環境の整備と担い手の育成を進めます。 

項目５ 戦略的な水産業の展開 

〇付加価値を高め、販路を拡大する取組を支援します。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◆農業振興事業 

◆中山間地域等直接

支払交付金事業 

◆有害鳥獣広域駆除

対策事業 

◆担い手育成対策事

業 

◆農業振興地域整備

事業 

◆多面的機能支払交

付金事業 

◆農業次世代人材投

資事業 

◆農業経営収入保険

加入推進事業 

 

担い手の確保のため、新規

就農者の獲得に向けた施策の

展開として、町内在住の新規

就農者、規模拡大者、相談者を

確保することができた。 

また、県や農協と連携によ

り、唐津版アグ・トレ(農業体

験から研修まで支援)を実施

することができた。 

農協を中心に子牛の生産体

制、肥育体制の充実が図られ

ており、本町も支援すること

ができた。 

 

○就農フェア等相談、募集 

新規就農１名、規模拡大１名、 

新規就農者の獲得は他市町

村も力を入れている。まちの

魅力発信や効果的な支援を分

かりやすく示すことで差別化

を図ることが必要だが、玄海

町を選ぶうえでの情報の質、

見せ方等が課題。情報発信や

他施策など全庁的に連携し、

取り組むことも必要。 

農水産業は町の主要産業であり、佐賀牛や鯛をはじめ、豊富な農水産物があります。 
主要産業の担い手となる人材を育て、経営基盤を強化して、安定的な農水産業経営を確立すると
ともに、森林の保全を図ります。 
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◆諸浦浜の田水路補

修 

◆畜産振興対策事業 

◆受精卵移植事業 

◆町単独農道等整備

事業 

◆農業用施設整備事

業 

◆農地の適正な維持

管理 

◆上場地域農業開発

事業 

◆国営造成施設管理

体制整備促進事業 

◆佐賀県土地改良事

業総合償還対策事業 

◆地域農業水利施設

事業 

◆土地改良施設維持

管理適正化事業 

◆薬用植物栽培研究

所運営事業 

 

◆森林環境整備事業 

◆農業者への支援 

◆農地利用の集積・集

約化、遊休農地の解消 

 森林環境譲与税を活用し、

森林計画の策定、森林調査・間

伐等を実施することができ

た。 

 研修生を確保するため、体

験研修の実施を制度化するこ

とができた。 

 農地利用の集約化を図るた

め、地区ごとに今後の農地利

用のあり方について人・農地

プランを作成することができ

た。 

農業の担い手が減少する

中、農業者の支援、農地の集

積・集約化が欠かせず、併せて

リーダーの育成・支援に取り

組むことが必要。 

◎玄海町の魅力を活

かした地域振興 

◆経営基盤強化事業 

 ふるさと応援寄附金事業を

通して寄附を集め、毎年度寄

附額が向上し本町の魅力向

上・PR をすることができた。 

ふるさと応援寄附金事業で

は引き続き本町のPR及び産業

の振興に寄与するため、事業

者支援を行う。 
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また、市場のトレンドやニ

ーズを把握し、生産者にあっ

た方法での返礼品開発・販路

開拓の支援を行うことができ

た。 

 玄海町元気 1・2・3 産業振

興資金事業において商工業者

の借入金の利子を補給するこ

とにより融資に対する不安を

減らし、経営の安定に寄与し、

商工業者の経営の安定化・負

担の軽減を行うことができ

た。 

○寄附金 

R1_49,799 件 1,196,065 千円 

R2_85,492 件 1,658,778 千円 

R3_100,288 件 1,859,523 千円 

○1･2･3 補助 

R1_27 件 1,949,458 円 

R2_67 件 1,850,212 円 

R3_50 件 1,583,629 円 

また、経営基盤強化事業と

して株式会社日本政策金融公

庫資金等利子補給事業を廃

止。玄海町元気 1・2・3 産業

振興資金事業を拡大、事業を

一本化し、より商工業者がわ

かりやすく利用促進が図られ

る事業へ改正する。 

◆さが園芸生産８８

８億円推進事業 

◆ジャパンコスメテ

ィックセンター事業 

まちの資源を有効活用し、

商品化又は PR を実施するも

の。令和 4 年度は週１回 JCC

職員が薬草園にて業務に従

事。 

888 億円推進事業では、既存

農家の施設更新などが主であ

り、新規就農者や規模拡大を

目指す農家を増やす取り組み

が必要。担い手確保事業とあ

わせ、事業推進を図る。 

◆森林整備事業 森林環境譲与税を活用し、

森林調査、間伐等を実施する

ことができた。 

森林管理計画に基づき計画

的に実施しているが、町では

林業に長けた人材が乏しく、

町内にも専門業者がいないこ

とは森林整備の課題。 

また、商業的価値のある森

林が少ないが、間伐後の有効

活用策を検討し、森林の適切

な管理に努めていく。 
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◎漁業経営安定対策

事業 

◆漁業環境維持改善

対策 

◆餌料用冷凍冷蔵庫

解体事業 

漁業経営の安定を図るた

め、漁協や漁業者に対して補

助するとともに、令和３年度

から新規就漁者の経営面をサ

ポートするため、担い手育成

支援事業を創設することがで

きた。 

また、漁場の環境維持・改善

対策を継続して実施すること

ができた。 

○担い手育成支援事業 

R3_1 人 

新規就漁者の獲得は、他市

町も力を入れており、まちの

魅力発信や効果的な支援策を

分かりやすく示すことで差別

化を図ることが必要だが、玄

海町を選ぶうえでの情報の

質、見せ方等が課題。移住・定

住の促進と併せ、全庁的に連

携し、取り組むことが必要。 
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２－２ 商工業・サービス業の振興 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 商工業経営の強化 

○企業の新商品開発や新分野・新市場進出を支援します。 

〇既存の地域企業の高度化と経営基盤の強化を促進します。 

項目２ 起業・企業誘致の推進 

○起業の意向を持つ人材を育て、支援するとともに、人材のネットワーク化を推進し

ます。 

〇農水産業をはじめとする既存産業と連携できる企業の誘致を促進します。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◆経営基盤強化事業 

◆経営支援安定対策 

◆中小企業勤労者支

援事業 

唐津上場商工会の補助や中

小企業勤労者福祉サービスセ

ンターの負担金交付により、

町内事業者の経営指導や支

援、福利厚生を充実し、活力の

維持・向上を図るとともに地

域経済を活性化させることが

できた。 

また、各種補助金事業によ

り融資に対する負担軽減・円

滑化を図り、販路開拓の促進

を行うことで経営の安定化・

経営力の向上に資することが

できた。 

展示会等出展支援事業は、

新型コロナウイルス感染症の

影響によりオンラインで実施

される展示会等が増え、事業

活用が減少している。事業者

が利用しやすい制度内容に見

直しを図る。 

◆企業誘致対策事業 町内の雇用機会の拡大と産

業の振興を図るため、玄海町

産業立地促進条例に基づく指

定を行った進出企業に対し、

雇用促進奨励金・企業立地奨

励金を交付、雇用機会の創出

に寄与することはできたが、

起業意向を持つ人材の育成・

支援については、取り組むこ

とができなかった。 

雇用の創出、移住・定住の促

進を図るため、企業支援の見

直しや起業者支援に係る取組

みを検討する。 

魅力ある産業環境づくりにより、商工業の活性化を図るとともに、雇用の場の確保に向け、町の
特性を活かすことができる企業誘致を進めます。 
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○指定企業 

Ｒ1_1 社 

○奨励金交付 

Ｒ2_雇用促進 1,500 千円 

Ｒ3_企業立地 387 千円 
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２－３ 観光の振興 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 既存資源の活用 

○自然や農林水産業の体験型や滞在型、住民との交流など、地域資源を生かした新し

い観光の形を創出します。 

項目２ 新しい玄海町の魅力開発 

○町に眠る素材の発見（再認識）と新しい良さの創出（開発）を目指します。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◆滞在・体験型交流推

進事業 

◎観光宣伝事業 

NPO 法人唐津・玄海観光交流

社に対し補助することで、民

泊の受入れを推進し、地域資

源を生かした取り組みを行う

ことができた。 

玄海町の観光ＰＲを行うた

めに、無料・有料観光雑誌へ掲

載しＰＲすることができた。 

○掲載数 

Ｒ1_18 件、Ｒ2_19 件 

Ｒ3_14 件 

 既存の地域資源を生かし、

更なる関係人口の増加を図る

ため、継続して雑誌やＳＮＳ

へ掲載を行うとともに観光資

源の維持・開発に取り組んで

いく。 

◎新しい玄海町の魅

力開発事業 

◆玄海町の魅力を活

かした地域振興 

◎自然や景観を活か

した観光振興 

令和 2 年 2 月に（一社）玄

海町みんなの地域商社を設

立。ふるさと応援寄附金事業

や地域ブランディング業務を

委託。ふるさと納税制度を起

点とした町や町の特産品の魅

力を伝え、新たな商品開発や

販路拡大、さらには観光客や

関係人口の増加など、外貨獲

得に向けた様々な活動を包括

的に取り組むことができた。 

浜野浦の棚田をメインとし

た地域ブランディングに注力

し、PR 活動を継続して取り組

んでいく。 

 

  

中学生の修学旅行など、着地型旅行（ATA）の受け入れを実施しています。 
今後も交流人口の増加と地域活性化に向け、多様化、高度化する観光・レクリエーションニーズ
に即した多面的な取組を進めます。 
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３ 教育分野 次代を育成するまち 

３－１ 子育て支援の充実 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 子どもの健全育成 

○関係機関と連携し、子育てに関する相談と支援の充実を図ります。 

〇地域ぐるみで子育てを支える体制の整備を促進します。 

項目２ 子育て支援の充実 

○保育の質と量を拡充するとともに総合的・計画的な子育て支援を推進します。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◆教育支援センター

事業 

◆就学支援事業 

◎学校給食一般経費

事業 

教育支援センター事業で

は、週 1～2件の教育相談、適

応指導教室入級 4 名を受け入

れ、町民の教育的サポートを

実現した。 

就学支援事業では、奨学金

の貸付、要保護・準要保護児童

就学援助、特別支援教育就学

奨励により就学援助を行っ

た。 

学校給食は自校式で行って

おり、玄海町産の食材を使用

した給食の提供、食に関する

知識醸成により食育推進を図

った。 

 また、学校給食費は、令和元

年度から無償化を行った。 

○奨学金貸付 

R4_36 名 24,720 千円 

○要保護・準要保護児童就学

援助 

R3_47 名 3,609 千円 

○特別支援教育就学奨励 

R3_19 名 881 千円 

教育支援センター事業での

地域人材の積極的な活動支援

が必要 

学校給食については物価高

騰による賄材料費の上昇が懸

念されるため学校給食費の増

額も検討する。 

  

親学講座や乳児全戸訪問、教育支援センターでの相談など、細やかな支援を行ってきました。 
これからも地域での子育て支援など、安心して子どもを生み育てられる環境づくりを進めます。 
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◆総合的・計画的な子

育て支援の推進 

親育ち、子育ての支援を目的

に子育て中の保護者を対象に

講座を開催することができ

た。 

○講座 

Ｒ1_5 回 

Ｒ2_0 回 

Ｒ3_1 回 

親学という名称に保護者が犬

猿しがちであるため、令和４

年度から「子育てクラブ」に改

称。親子レクレーションや参

加型の講演などを開催し、家

庭教育の推進・啓発を行う。 

◆子育てを支える体

制の整備 

保護者への保育参加を促し

子育てに関する講話、相談な

ど支援を行った。 

様々な保育行事を通して、

「地域で子どもを育てる」と

いう意識を持ち、稚魚放流、魚

解体ショー、田植え、稲刈りな

ど地域の方々と共に子育ての

充実を図った。 

新型コロナウイルス感染症

感染拡大下における予防対策

を行いつつ、保育内容、行事の

実施について検討する。 
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３－２ 学校教育の充実 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 就学前教育の充実 

○義務教育学校前期課程に円滑に移行できるようにします。 

項目２ 義務教育の充実 

○学力向上や「生きる力」の育成に取り組みます。 

〇登下校時や学校内の安全を確保します。 

〇心の教育や食育に取り組みます。 

〇教育環境の整備に努めます。 

項目３ 特別支援教育の充実 

〇障がい児の就学体制を充実します。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◆海洋教育事業 

◎学力向上事業 

◆スクールカウンセ

ラー配置事業 

◆教育委員会経費 

◆教育運営経費 

◆通学支援事業 

◆教育委員会事務局

経費 

◆学校施設整備基金

経費 

玄海みらい学園では１学級

を 30 人以下に設定し、さらに

町で学力向上支援講師、少人

数講師、学習・生活補助員を配

置することにより、個々に合

わせた指導を行い、生徒児童

の学力向上が図られた。 

 学力は学年や教科によって

は県平均を上回る結果も出て

おり、他の施策と併せた事業

成果につながっている。 

生徒児童の通学にはスクー

ルバスを運行し、安全な登下

校を確保し、自転車通学を行

う生徒児童には自転車購入補

助により保護者の負担軽減を

図った。 

○雇用数 

学力向上支援講師 6名 

少人数講師 6名 

学習・生活補助員 8名 

 新型コロナウイルス感染症

の影響により縮小していた海

洋教育や国際交流など、学力

だけではなく、ふるさと教育

や国際理解等の課外教育につ

いても注力する。 

  

「確かな学力」の定着と基本的な学習習慣の育成を図るため、少人数学級等を継続し、子どもた
ちの豊かな人間力形成を推進します。また、安全で安心な学校づくりを進めます。 
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◆適正就学事業 玄海みらい学園では全体の

約 15％の生徒児童が特別支援

学級又は通級指導教室に入級

し、担任や特別支援コーディ

ネーター、学習・生活補助員が

連携して対応することで、不

登校の減少につながった。 

適正就学委員会を年間2回、

就学相談会を年間3回開催し、

医師や臨床心理士を交えた協

議を行うことにより、担任や

保護者の就学上の不安解消を

図った。 

障がいのある生徒児童も含

めた学級全体に対する指導の

在り方を検討する。 
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３－３ 生涯学習・スポーツ・文化活動の推進 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 生涯学習の充実 

○地域に根ざした社会教育活動等の促進を図ります。 

項目２ スポーツ活動の充実 

○一人一人の健康増進と体力の向上を図ります。 

項目３ 文化活動の充実 

〇芸術・文化活動に関する取組を推進します。 

〇伝統文化や文化財保護への意識を高めます。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◆青少年健全育成 

◎公営学習塾事業 

◆公民館運営経費 

◆コミュニティセン

ター維持管理経費 

◆コミュニティセン

ター運営経費 

◆施設維持管理経費 

◆社会教育運営経費 

◎玄海町立図書館等

複合施設整備事業 

◎図書事業 

◆二十歳のつどい事

業 

◆生涯学習事業 

◆町民会館維持管理

経費 

◆町民会館運営経費 

◎文化公演事業 

◆文化財保護経費 

地域に根差した社会教育活

動等の促進を図るために、町

民会館等公民館施設、社会体

育館や野球場などの体育施

設、コミニティーセンターや

図書館等が住民に不自由なく

利用いただける環境を提供。 

また、寿教室、玄海っ子教

室、二十歳のつどい（旧成人

式）、文化講演会といった乳幼

児から高齢者まで幅広い年代

に生涯教育活動を開催するこ

とができた。 

今後も地域根差した生涯教

育活動を行いつつ、建設から

30 年以上経過した施設の老朽

化が懸念され、建物の維持管

理や集約等について町民の利

便性を確保しつつ、公共施設

の統廃合について検討を行

う。 

◎サガン鳥栖連携事

業 

◆少年スポーツ交流

事業 

令和2年10月にスポーツを

通じた青少年の健全育成や生

涯学習活動の促進ならびに地

域振興を図るためサガン鳥栖

サガン鳥栖連携事業を踏ま

え、社会体育の盛り上げ方法

や様々なスポーツ種目との連

携方法など検討していく。 

自ら学ぶ生涯学習の充実とライフステージに応じたスポーツ活動を行える環境づくりを推進しま
す。また、芸術・文化活動の振興や文化財の保存・活用、地域特有の民俗文化の伝承を進めます。 
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◆第 78 回国民スポー

ツ大会事業 

◆保健体育運営経費 

と交流宣言を調印。 

令和 3 年度はサガン鳥栖連

携事業として玄海みらい学園

の生徒に「さがん夢先生」の授

業を実施。プロ選手の実体験

を通した話を聞くことで子ど

もたちの成長の一端を担うこ

とができた。 

少年スポーツ交流事業で

は、心身の健全育成と選手及

び指導者の交流を図る目的や

全国大会に出場する場合の旅

費について経費の一部に補助

することができた。 

第78回国民スポーツ大会や

今後の施設利用に向けて社会

体育館の音響設備や空調設備

の設置、ゲートボール場（多目

的施設）の屋根の設置、トイレ

の洋式化行った。 

少年スポーツ交流事業は、

スポーツの全国大会にのみ補

助を実施しているため補助対

象を文科系部活動に広げた

り、玄海町スポーツ協会の補

助金と整合性を図る必要があ

る。 
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４ 健康分野 福祉が充実するまち 

４－１ 住民の健康づくりの推進 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 健康づくりの充実 

○健康づくりを総合的・計画的に進めます。 

〇心の健康づくりに努めます。 

項目２ 母子保健の充実 

○相談・支援体制の充実を図ります。 

項目３ 成人保健の充実 

〇生活習慣病予防、重症化予防を推進します。 

〇在宅で暮らす疾病や障がいのある方への支援を行います。 

項目４ 医療体制の充実 

〇救急医療体制の整備・充実を図り、質の高い地域医療を確保します。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◆健康増進対策 各種がん検診、結核検診、予

防接種等を実施することで、

疾病の早期発見、早期治療に

つなげることができた。 

自殺予防対策事業として、

こころの健康相談会を実施、

さらに町立図書館において

『こころの図書館』を実施す

ることで幅広く自殺予防につ

いて普及啓発ができた。 

 また、ゲートキーパー研修

会を開催し、自殺予防対策の

意識づけができた。 

 個別受診の機会が無いがん

検診項目があること、各種が

ん検診受診率の伸び悩んでい

ることから、実施方法や周知

方法を検討する。 

◎健康増進対策 玄海町子育て世代包括支援

センター事業を平成31年4月

から実施。妊娠・出産・子育て

に関する各種相談に応じ、地

域の保健医療又は福祉等の関

係機関との連絡調整を図るこ

 母子手帳アプリの登録数が

伸び悩んでいるため、母子手

帳発行時、出生届時などに周

知し、登録者増加に努め、母子

への情報提供を充実させるこ

とにより安心した子育て環境

各種検診や健康相談などを通して、健康への意識を高めるとともに、地域・行政・医療機関等の
連携体制を整え、健康日本一のまちを目指します。 
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とができた。 

また、母子手帳アプリを導

入し、妊娠期や子育て期の記

録の管理や町からの子育てに

関する情報を提供することが

できた。 

の確保に取り組む。 

◆健康を維持するた

めの安定した事業運

営 

健康診査の結果を受け、保

健指導該当者及び重症化予防

対象者に対して管理栄養士、

保健師等が対象者に応じた個

別の保健指導を実施。さらに、

令和 4 年度から後期高齢者を

対象とした重症化予防、フレ

イル予防を実施し、健康増進

に努めた。 

 まずは自分の健康状態を把

握するため多くの住民に健康

診査を受診してもらうような

取り組みを検討する。 

また、健康診査やがん検診

の未受診の理由を把握する仕

組みを検討する。 

◆健康増進対策 令和 3 年度に看護師等養成

所運営費、唐津赤十字病院医

療機器整備費及び唐津東松浦

地域在宅歯科医療連携に係る

補助を行い、住民に対する質

の高い地域医療を確保するこ

とができた。 

将来、無医地区になる可能

性もあるため、唐松地域共生

協議会医療分科会において課

題、検討事項を整理し、佐賀

県、唐津市、医師会等の意見を

踏まえ、巡回診療体制の構築

を検討する。 
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４－２ 地域福祉・社会保障の充実 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 地域福祉体制の充実 

○助け合いの心を養い、ともに生きるまちづくりを推進します。 

〇地域の交流やつながりの充実を図ります。 

〇要配慮者・避難行動要支援者の避難体制の充実を図ります。 

項目２ ボランティア活動の促進 

○ボランティア意識を高めます。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◆地域共生促進事業 避難が必要な時に支援を必

要とする方の同意に基づき、

避難行動要支援者の名簿を作

成。支援者と情報を共有し、万

が一の体制づくりを行った。 

○避難行動要支援者・同意者 

R1_695 人・265 人 

R2_791 人・291 人 

R3_823 人・278 人 

 個々の支援を行う個別計画

をより実行性のあるものとし

て活用していく。 

 

  

住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、相談体制の強化などに取り組んできました。 
これからも支援を必要としている人を地域で見守り、地域による福祉の向上に努めます。 
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４－３ 高齢者福祉の充実 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 生きがいづくりの推進 

○高齢者の活動を支援します。 

項目２ 安心な老後生活 

○高齢者が暮らしやすい環境を整備します。 

〇地域に根ざした福祉施設の充実を図ります。 

項目３ 介護保険制度の充実 

〇「玄海町介護保険事業計画」に基づき、介護サービスの充実を促進します。 

〇自分らしい暮らしを最後まで続けることができる体制を整備します。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◆高齢者地域活動推

進事業 

◆包括的支援事業等

総務費 

◆介護予防サービス

費計画書作成事業 

福祉施設内に高齢者向け住

宅を整備し、高齢者の居住を

提供し、もってその福祉を増

進させることができた。 

○入居数 

R1_10 人／10 戸 

R2_10 人／10 戸 

R3_ 9 人／10 戸 

現在、高齢者住宅が定員に

達している。今後さらに高齢

者需要が高まる可能性がある

のか調査・対応策を検討する。 

◆高齢者福祉推進事

業 

◎高齢者の健康維持

と経済的負担軽減対

策 

町内の高齢者（4 月 1 日現在

で満 65 歳以上の人）、障害者

及びその介助者に対して、玄

海海上温泉パレアの入浴料を

補助することにより、老人福

祉及び障害者福祉の向上を図

ることができた。 

早期受診、早期治療及び経

済的負担の軽減を目的に後期

高齢者の医療費を助成するこ

とができた。 

○使用数 

R1_6,684 枚、R2_5,097 枚 

R3_5,323 枚 

継続した補助を行う。 

住み慣れた地域でいきいきと暮らせるよう、社会参加や在宅生活について、ともに支え合う地域
づくりの推進に努め、福祉施設の充実などに取り組んでいきます。 
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○医療費助成 

R3_633人(78%) 10,248,500円      

◆玄海海上温泉パレ

ア運営計画 

随時の修繕や個別施設計画

に基づく改修工事を適時行

い、利用者が快適に施設を利

用できる環境を維持し、充実

した福祉施設を提供すること

ができた。 

○修繕・工事 

R1_修繕 15 件、工事 4件 

R2_修繕 7件、工事 3件 

R3_修繕 25 件、工事 6件 

高齢の利用者が多いため、

施設を安全かつ快適に利用で

きるよう、きめ細やかな環境

整備を行う。 

◆介護保険制度の充

実 

◆介護保険料賦課徴

収事務の適正な実施 

◆要介護認定事務の

適正な実施 

◆介護サービスの充

実 

◆介護予防サービス

の充実 

◆高額介護（予防）サ

ービスの充実 

◆特定入所者介護（予

防）サービスの充実 

◆介護予防・生活支援

サービスの充実 

◆介護予防ケアマネ

ジメント事業 

◆一般介護予防事業 

◆認知症地域支援・ケ

ア向上事業 

◆任意事業の充実 

介護保険制度、玄海町介護

事業計画に基づき、賦課徴収

事務、認定業務の適正な実施、

介護サービスの充実を図るこ

とができた。 

介護予防事業に力を入れ、

住民主体の通いの場（いきい

き 100 歳体操）に対する支援

を行い、現在 12 カ所で行われ

ている。 

また、通いの場参加者、ボラ

ンティア活動者に、令和 3 年

度よりポイント制度を実施

（年間最大 5,000 円の商品券

と交換）し、参加者の介護予防

と社会参加を促進できてい

る。 

制度として定着し、適切に

運用されているように見える

介護保険制度だが、保険給付

の費用が増え続けると、合わ

せて介護保険料を上げなけれ

ばならない。 

制度の持続性を高めるため

に介護「予防」に係る取組の強

化・充実を図る。 
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４－４ 障がい者福祉の充実 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 障がい福祉サービスの充実 

○総合的かつ効率的な障がい福祉サービスの充実を図ります。 

項目２ 生活環境の向上 

○障がい者が安心できる生活環境を整備します。 

項目３ 社会参加と自立支援 

〇社会活動の支援や雇用の場の確保に努めます。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◆障害福祉サービス

事業 

障害者の日常生活及び社会

生活を総合的に支援する法律

に基づき、町内の障がい者

（児）が地域において安心し

た生活ができるように、障が

い福祉サービスに係る利用料

の助成を行うことで、障がい

者（児）及びその家族の経済的

負担を軽減することができ

た。 

○利用料助成 

R1_140,583 千円 

R2_152,526 千円 

R3_156,642 千円 

本町には重度の身体・知的

障がい者（児）が入所できる障

がい者支援施設（以下「施設」

という。）がないため、やむな

く町外の施設に入所している

状況である。障がい者（児）が

生まれ育ったこの町で安心し

て生活するためには、施設の

誘致が必要。 

 

  

基本的人権が尊重された生活ができるよう、福祉サービスの充実を図るとともに、地域住民によ
る支え合いを強めます。 
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５ 安全分野 安心を確保するまち 

 ５－１ 消防・防災対策の充実 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 消防・防災体制の充実 

○適切な消防・防災体制の整備を図ります。 

〇各種施設や地域の防災力強化に取り組みます。 

項目２ 救急体制の確立 

○効率的で効果的な救急体制の強化に努めます。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◆地域防災力向上対

策 

◎地域防災対策事業 

◆消防・防災体制維持

に係る経費 

従来から実施してきた自主

防災組織の活動支援や原子力

防災訓練に加え、消防団・自主

防災組織と連携し、令和３年

度から主に水害を想定した玄

海町主催の防災訓練を実施し

ている。 

個々人や関係機関等の防災

レベルの向上は、防災対策の

理解や機関間の連携強化など

習熟に時間を要するものが多

い。今後も防災訓練を行うな

ど継続して取り組みを行う。 

加えて、防災対策の充実を

図るために防災資機材や施設

の充実化などハード面の対策

を実施する。 

◆危険な空き家等へ

の 対策 

倒壊などの危険がある等の

要件に該当する空家につい

て、玄海町空家等対策協議会

にて特定空家の認定を行い、

空き家解体に対する補助制度

を利用するなどして特定空家

の解消に努めている。 

○空家等除却補助金 

R3_3 件 

引き続き、特定空家に該当

する物件がある場合は、認定

を行い解消に努める。 

 

  

安心して暮らせる総合的な防災対策を推進し、消防署と消防団・自主防災組織の連携に努め、危
機管理意識を高めます。 
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５－２ 交通安全・防犯の充実 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 交通安全対策 

○交通安全にともに取り組む体制づくりを進めます。 

〇道路の安全対策を図ります。 

項目２ 防犯体制の強化 

○安心・安全なまちづくりに協働で取り組みます。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◎地域の交通安全対

策 

交通安全の確保及び交通事

故抑止のため、交通指導員や

交通安全協会による各種交通

安全の啓発活動を毎年実施。 

また、高齢者の運転による

交通事故抑止の取組みとし

て、「高齢者運転免許証自主返

納支援事業」を新たに開始し

た。 

○交通指導員 

街頭キャンペーン、交通教室、

交通整理、立哨活動 

○交通安全協会 

運転免許取得者講習会、特別

会員講習会 

○高齢者運転免許証自主返納

支援事業 

Ｒ2_78 人 

Ｒ3_103 人 

唐津警察署管内において飲

酒がらみの事故や検挙が他の

地域に比べ多いため、飲酒運

転撲滅のための取組みを強化

する。 

交通指導関係や防犯推進関係団体と連携して交通安全・地域防犯体制の充実を図り、安全で事故
や犯罪のない環境づくりを推進します。 



33 
 

◎防犯対策事業 

◆安全安心まちづく

り推進対策 

 年４回（春季・花火大会・秋

季・冬季）の防犯パトロールを

計画通り実施し、町内の見守

りや防犯意識の向上に努め

た。 

また、玄海町防犯灯設置事

業及び維持管理に関する要綱

及び玄海町主要道路（国、県

道）防犯灯整備計画に基づき、

町内における夜間の犯罪及び

交通事故の防止を計り、併せ

てあかるいまちづくりを推進

するため、防犯灯の設置及び

維持管理を行った。 

〇個別防犯灯 

R1_5 件、R2_30 件、R3_286 件 

〇県道加倉仮屋港線防犯灯 

R1_17 基、R2_16 基、R3_11 基 

〇町道外津値賀川内線防犯灯 

R3_21 基 

〇町道普恩寺小加倉線防犯灯 

R3_13 基 

地域の要望に基づいた防犯

灯の設置や、既設防犯灯の適

切な維持管理を行い、夜間に

おける町内の安全・安心なま

ちづくりに寄与している。 

他課にて従事している防犯

関係の職員や町内の防犯推進

を行っている委員との連携を

行い、より効率的で効果的な

パトロールに取り組む。 
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５－３ 生活トラブル対策の充実 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 消費者意識の啓発 

○消費者被害防止のための啓発活動を実施します。 

項目２ 相談体制の充実 

○消費生活に関することはもとより、様々な相談に対応できる体制を整備します。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◆相談体制の充実 日常生活上の悩みや相談事

について助言を行う心配ごと

相談窓口を実施した。 

振り込め詐欺、悪質訪問販

売などの消費生活問題につい

て、「消費生活相談の会さが」

と連携し、消費生活相談窓口

の設置や啓発活動を行った。 

〇心配ごと相談 

R1_14 件、R2_18 件 

R3_11 件 

〇消費生活相談 

R1_21 件、R2_26 件 

R3_25 件 

 相談窓口の設置は今後も継

続して行うが、消費生活問題

の発生を防ぐための予防啓発

活動を優先的に取り組む。 

 

  

消費者保護に関する啓発等を行うとともに、被害の未然防止に努め、細やかな相談や情報提供を
行います。 
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６ 快適分野 ここちよい生活ができるまち 

６－１ 道路・交通網・公園の充実 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 道路交通環境の整備 

○安全で快適な道路環境の強化を図ります。 

項目２ 公共交通の充実 

○交通弱者が利用しやすい持続可能な移動手段の確保に努めます。 

項目３ 憩いの場の充実 

〇公園等を活用し、憩いの場を創出します。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◆土木管理対策 

◆道路対策 

町道施設の計画的な維持補

修を行い、応急対応も適宜行

った。 

R1_157,699 千円 

R2_65,006 千円 

R3_73,685 千円 

幅員の狭い町道を拡幅する

ことにより、安全で快適な道

路環境の強化に取り組むこと

ができた。 

R1_155,730 千円 

R2_51,866 千円 

R3_99,168 千円 

工事発注件数及び規模が増

加傾向にあり、今後は維持及

び補修業務に従事する担い手

（職員）育成が必要。 

◆公共交通の維持・補

完 

公共交通の維持として路線

バス運行への補助、地域内公

共交通の充実としてコミュニ

ティバスの運行を実施でき

た。 

なお、利便性向上のためコ

ミュニティバスの運行形態の

変更を実施したが、路線バス

及びコミュニティバスともコ

ロナ禍での移動の自粛に伴い

路線バスの維持並びに補助

金縮減には利用者拡大や運行

見直しが必要。抜本的な取組

みは難しい状況であるため、

コミュニティバスはデマンド

交通の検討を進める。 

道路については、整備の推進や歩道、街灯の設置などに取り組んできました。 
町内道路網の計画的な整備を行うとともに、安全で快適な道路環境づくりを進めます。また、公
共交通機能の向上や身近な公園・緑地の整備・活用等を図ります。 
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利用者数が減少した。 

〇補助対象路線バス利用者数

及び補助額※唐津利用含む 

R1_164,133 人 11,471 千円 

R2_142,482 人 14,326 千円 

R3_157,042 人 15,619 千円 

〇コミュニティバス利用者数 

R1_5,576 人、R2_5,001 人 

R3_5,681 人 

◆公園維持管理事業  公園の景観を維持するた

め、毎年度清掃や除草、緑化維

持のほか随時附帯設備である

トイレや電灯の修繕等も行っ

た。 

 しかし、公園施設を活用し

た景観づくりや観光促進に資

する取組等は、特に行うこと

ができなかった。 

適切な維持・管理を継続し

て行うとともに、各公園施設

の魅力や利便性を向上させる

取組みを検討する。 

 

  



37 
 

６－２ ここちよい住環境の整備 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 住宅・宅地対策 

○快適な住環境を整備します。 

○充実したサポートで住環境の支援を行います。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◎移住・定住促進事業 

◆住宅管理経費 

◆耐震改修事業 

宅地整備のための用地選定

を進め候補地の測量等を行っ

たが、候補地の再検討なども

あり進捗していない。 

また、地震等による倒壊を

防ぐため危険なブロック塀等

の撤去費の補助や大規模に盛

土を施工した造成地における

活動崩落予防対策として盛土

の変動予測調査を行った。 

町内での住宅の新築や中古

住宅の購入に補助金を交付。

令和２年度からは空き家バン

ク制度を導入し、登録物件に

対する補助金を交付してい

る。 

〇玄海町ブロック塀等撤去費

補助金 

R2～ 2 件 

〇定住促進奨励金 

R1～ 29 件 

〇空き家バンクリフォーム補

助金 

R2～ 27 件 

 住宅地整備に向けて候補地

の選定を進めつつ、官民それ

ぞれでの多角的な方策を検討

する。 

 移住・定住促進事業は、引き

続き補助事業を継続しつつよ

り利用しやすい制度になるよ

う内容の検討を進める。 

 

 

  

快適な生活環境と安全な住環境の実現に向けて、住宅地等の整備を促進します。 
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６－３ 上下水道の充実 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 水資源の利用と保全 

○良質で十分な水源を確保・維持します。 

項目２ 上下水道運営の見直し 

○町の規模にあった安定的な経営を図ります。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◆水道運営事業 河川から取水し浄水を行い

安全な水道水として供給し

た。 

一方、家庭等で使用した汚

水を下水道や農集排及び合併

処理浄化槽により浄化し、処

理水を河川等に放流すること

で水循環のサイクルを維持

し、豊かな自然環境の保全に

寄与できた。 

水道施設及び下水道施設等

については、経年劣化に対応

して適切な維持管理を行う。 

◆一般管理経費 

◆特定環境保全公共

下水道事業 

◆農業集落排水事業 

◆合併処理浄化槽設

置整備事業 

◆上水道事業 

予防措置として機器の更新

など計画的に進めることがで

きた。 

ただし、下水道使用料のみ

で更新工事等を賄うことがで

きないため、一般会計からの

繰出金で下水道会計を賄わざ

るを得ない。 

水道事業では良質な水道水

の提供を行ったが、水道企業

会計の経営を改善するに至ら

なかった。 

下水道事業は公営企業会計

へ移行し、よりシビアな経営

が求められるため、使用料を

見直し安定経営に資する。使

用料見直しの際の軽減措置に

より料金収入が減少するた

め、一般会計からの繰出金に

依存する。 

上水道事業は一般会計から

の繰出金に依存する状況は継

続する見込みであるため、施

設の集約化に取り組み、社会

経済及び社会活動の状況を考

慮しながら、水道料金の見直

しを検討し、健全経営を目指

す。 

 

上水道設備の維持や下水道の整備を行ってきました。 
これからも、良質な水を安定供給し、快適な水環境を確保します。 
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６－４ 情報化社会の構築 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 情報の充実・促進 

○行政放送、広報誌、ホームページ等、あらゆる手段で行政情報や議会情報を積極的

かつ迅速に発信・交換していきます。 

項目２ 通信網の拡充・利活用 

○通信網を生活や観光等に役立てます。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◆情報社会の提供事

業 

公共施設において無料 Wi-

Fi が利用できるよう環境整備

を行った。 

玄海町ホームページ、ケー

ブルテレビ等を活用した情報

発信を行った。 

デジタルの活用を促進する

ソフト面の取り組みについて

実施することができなかっ

た。 

〇無料 Wi-Fi 設置 

町内 8施設 

〇番組作成本数 

R1_319 本、R2-319 本 

R3-318 本 

設備環境の整備にあわせて

デジタル活用を促進するため

国が示す「誰一人取り残さな

い」デジタル化の実現に向け

たデジタルデバイド対策や情

報発信環境の整備、見直し、

SNS 等を活用した情報発信を

行う。 

 

  

全地域に整備した光ケーブル網で、情報通信技術（ＩＣＴ）など情報媒体を活用したまちづくり
と、誰もが電子情報の活用と発信ができる環境を整えます。 
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７ 協働分野 住民が参画するまち 

７－１ 参画・協働の推進 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 住民参画の推進 

○各種行政計画の策定委員等には一般公募を行い、住民と行政が一体となったまちづ

くりを進めていきます。 

項目２ 情報公開の推進 

○説明責任を果たし、町政運営の透明性の確保を図るとともに適切な個人情報保護に

努めます。 

項目３ 住民団体、ボランティア等の育成・支援 

〇各種団体の自主的な活動を育成・支援するため、住民が参加しやすい環境づくりに

努めます。 

項目４ 交流活動の促進 

○各種団体や地域間・世代間の交流活動を支援し、国際交流や大学との交流を促進し

ます。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◆国際交流事業 国際交流事業として町内の

国際交流協会活動への補助や

釜山外国語大学からの留学生

の受け入れを行った。 

しかし、新型コロナウイル

ス感染症の流行により国際交

流事業や活動が制約され、十

分な活動促進と支援を行うこ

とができなかった。 

留学生の受け入れや協会へ

の支援は、ウィズコロナを考

慮しつつ実施できる体制を探

る。 

また、日常的な交流として

町内に在住の外国の方との交

流や住みよい環境を提供する

ため多文化共生を主体に取り

組む。 

 

  

地域自治の基本組織である行政区を核として、住民のつながりや連帯意識があります。 
住民と行政がそれぞれの役割と責任を持って協働し、地域における課題解決のため、住民主体の
まちづくりを目指します。 
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７－２ 地域コミュニティの育成 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 住民参画の推進 

○地域コミュニティの力を地域の活性化に生かします。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◎持続可能な地域づ

くり対策 

コミュニティ助成事業は、

毎年度各地区から申請があり

令和４年度までに８地区で地

区の公民館の備品等が更新さ

れ、対象地域におけるコミュ

ティ力の強化に寄与した。 

地域イベント補助事業（令

和 2 年度から制度開始）は、

累計 15 件の申請があり 13 件

の開催を支援することができ

た。 

まちづくり活性化促進事業

は、令和 2 年度以降申請を受

け付けることができなかっ

た。 

コミュニティ助成事業は、

継続した周知を行い、地区の

コミュニティ活動を支援す

る。 

地域イベント補助事業は、

アフターコロナ下における地

域活動について積極的に実施

することができるよう支援す

る。 

まちづくり活性化促進事業

は、ここ数年申請が無いこと

から制度見直しを検討する。 

 

  

地域の連携や郷土意識の継承による魅力あるコミュニティの形成に向け、地域活動の充実と活性
化を図ります。 
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７－３ 人権尊重・男女共同参画の推進 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 誰もが人権を尊重する環境づくり 

○知識としてではなく、実践として人権感覚を持つことができるように努めます。 

○問題の早期解決に向けた自立支援や人権擁護等の取組、また人権に関する相談体制

の充実を図ります。 

項目２ 男女がともに生きる環境づくり 

○女性の社会参加、男性の家庭参加を促進します。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◆人権啓発活動事業 偶数月の第三水曜日に人

権・行政・心配ごと相談を定期

実施し、相談体制の確保を行

った。 

また、啓発用品の全戸配布、

寿教室参加者への配布による

啓発活動と研修大会に議員や

職員が参加し、実践的人権感

覚の習得に努めた。 

〇研修大会参加 

R1_2 件 40 人、R2_4 件 46 人 

R3_2 件 18 人 

ＳＮＳ上における誹謗中傷

の書き込みなど新たな人権問

題への対応が必要であり、社

会環境の変化に合わせた取り

組みを検討する。 

◆男女共同参画事業 

◆若者向け地域活性

化事業 

男女共同参画事業では各種

啓発品の配布により啓発を行

った。 

独身応援では結婚支援とい

う目的のもと、結婚相談所登

録支援や結婚相談所運営を委

託し、独身者支援を行った。 

一方、独身交流推進事業は

新型コロナウイルス感染症に

より支援できなかった。 

男女共同参画事業は、具体

的に女性が社会参加できる取

組みを検討する。 

独身応援事業は、結婚相談

支援事業者の知見を利用し、

より手厚いサポートを行う。 

独身交流推進事業は、対象

となる交流会の要件を緩和

し、利用者増加を図る。 

  

人権感覚の育成に向け、人権教育・啓発を効果的・継続的に推進します。また、男女が互いに個
性と能力を発揮し、自分らしく輝いて暮らせる社会の実現に向け、意識づくりや環境づくりを進
めます。 
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７－４ 行政経営の推進 

【目指す姿】 

 
【まちのとりくみ】 

項目１ 町の持続的発展の推進 

○町の維持発展のため、人口ビジョンに基づく玄海町版総合戦略を推進します。 

項目２ 柔軟な組織体制の確立 

○横断的な重点戦略の執行など、弾力的な組織の運営に努めます。 

項目３ 広域行政の推進 

〇効果的な行政サービスとして、広域行政を推進します。 

項目４ 健全財政の確立 

〇税・使用料・負担金等の自主財源の確保に努めます。 

○施策の評価を行い無駄のない歳出に努めます。 

項目５ 行政サービスの向上 

〇社会や住民のニーズの変化に対応し、顔の見える行政サービスの充実と向上を図り

ます。 

【関連事業計画及び評価】 

事業計画 主な取り組み、評価 後期計画へ向けた課題、対応 

◆最小コストによる

施策の最大効果発揮

対策 

第２期玄海町総合戦略につ

いて効果検証を行うため、外

部人材によって構成される地

方創生推進委員会にて進捗状

況を報告し、外部人材による

客観的意見により改善が図ら

れた。 

〇委員会 

R3_1 回 

毎年度外部委員会に進捗状

況を報告するとともに、意見

を聴収し、総合戦略に反映す

ることができるよう状況説明

と意見聴取方法を工夫する。 

さらに次期総合計画と総合

戦略の計画策定について早期

に取り組む。 

◆玄海町デジタル変

革推進事業 

 町内の行政事務に必要な基

幹系システムの統一化、ＲＰ

Ａ、ＡＩ-ＯＣＲを活用した事

務の効率化、全職員を対象と

したチャットツールの導入に

より効率的な事務と情報共有

の推進を図った。 

 庁内一体となった取組み体

制づくりに取り組むとともに

情報担当が主となり進めて

きたが、各担当課が自ら問題

意識を持ち、デジタルの活用

を前提とした業務改革等に取

り組むことができる庁内の体

制や風土づくりを整備してい

く。 

住民に信頼され、安心して生活できる行財政運営を進めるため、その効率化に取り組みながら、
行政サービスの向上に努めます。 
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職員の意識変革に取り組ん

だ。 

◎税務 口座振替による納付の推

奨、コンビニ収納の導入、滞納

整理方針に基づく滞納処分の

強化等の取り組みにより徴収

率を伸ばすことができた。  

令和 4 年度には使用済み核

燃料税の税率を 1 ㎏につき

500 円から 550 円に引き上げ、

税収を増加させることができ

た。 

〇徴収率 

R1_98.91%、R2_98.98% 

R3_98.98% 

〇使用済み核燃料税 

R3_439,190 千円 

R4_483,109 千円 

今後も滞納整理方針に基づ

き滞納額の縮減に努める。 

◎財政関係経費 個別施設計画を策定及び財

政計画の改訂により、財源と

コストを把握し、経費の平準

化を図った。 

将来の財源を見据え、新た

な財源確保のほか、コスト面

では施設の長寿命化にかかる

経費を勘案し、公共施設の整

理に取り組む。 

また、施設の運営方法や受

益者負担についても議論に取

り組む。 

◆財産管理経費 

◆総務一般経費 

窓口に十分な人員を配置

し、サービスの充実に努める

ことができた。 

 個別施設計画策定により、

経費の平準化を実施。 

 行政サービスに考慮しなが

ら、コストを把握し、各公共施

設の管理方法、今後の利活用

について検証できた。 

電子申請やコンビニ交付な

ど、多様なサービスの提供と

検証を行う。 

人口減少により施設利用が

減少する一方、災害への対応

や住民避難など、想定されて

いなかった規模や新たな機能

も求められているため、全庁

的な見直しに取り組む。 

 


